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E 8 住まいにおける環境要素の複合化に関する研究

広島大教育　　岩重博文

　目的　我々の室内居住環境を快適なものにするためには，その設計指針を求めておかな

ければならない。本研究では，単一環境要素の物理的増減による評価のみならず，環境要

素の複合化に伴う効果について検討する。環境要素は種類がきわめて多いため，主として

光要素・音要素・温熱要素について実験的に考察を行う。

　方法　2 0 歳前後の大学生2 0名を被験者とし，各種環境条件下における快適さの評価

　-をS D 法とM E法により評定した。本実験では照明の種類・音の大きさ・室内温度などを

環境要素とし，それぞれ白熱灯の照明( 5,100,400,800 lx）,緑色の照明（100 lx) ,赤

色のm明（100 u）,またホワイトノイズ( 55,65,75,85 dB）および室内温度( 15°C,20°

C, 25°C,3O°C ）の計9 6種類の環境条件とした。M E法では白熱灯の照明100 lx ･ホワイ

トノイズ65 dB を基準とし，基準1 5秒間・空白１０秒間・比較刺激1 5秒間を１サイク

ルとして評,定した。　S D 法では，光・音・温熱および一般的な室内雰囲気を示すと思われ

る形容詞対を3 0対選び, S D尺度７段階評定した。得られたデータを因子分析し，因,子

負荷量，意味空間，因子得点，因子空間などを求めた。

　結果　白熱灯( 100 lx）の照明は他の場合に比べ，音に対してやや大きい評定値を示す

　ｰが，緑色の照明はやや小さいM E法における評定値をとる。S D 法では，暗い白熱灯（5

lx）や赤色（100 lx)照明は全般的に好ましくない評価となっている。また，照度変化よ

り快適範囲の存在を確認できた。本研究は文部省科学研究費の補助を受けて行ったもので

ある。


